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この世のものではない(ヨハネ18:33-38）

いまだに余震が続いていますし、時間がだいぶ経っているにもかかわらず、状況はほとんど変わっていません。ある意味、そのパニック状態から、ある程度、落ち着いたころに、より困難な時を迎えるようになるのではないかと思います。問題は、これからさらに複雑になっていくでしょう。特に、これからは、精神的なさまざまな症状が目に見えるように現れる、そういう時期を迎えるようになると専門家の人々も言っています。このようなときに、みんなが一つになって絆を確かめようというキャンペーンなどが唱えられています。それは当たり前に必要なことでしょう。しかし、こういう困難なとき、厳しいときに、うっかりするとクリスチャンの私達までが、世の雰囲気や世の流れに一緒になって流されて同化されていく、そういう危険性があります。こういうときこそ、常識は常識なのですが、しかし、クリスチャンの私達はかえって私たちは「この世に属しているものではない、世のものではない」ということを、しっかりと確認して確かめて、この災いにあって大変な目にあっている世を生かすために、自覚を持って祈り、また備えていくべきではないでしょうか。それなのに、こういう厳しい時になると、教会も宗教も普通の福祉団体もみんな同じように勘違いしてしまう、そういう傾向が、多分にあります。私たちがやるべきことをやるのと、クリスチャンがこの世を生かすために召されている者であり、この世に属している者ではない、世のものではないという自覚を忘れることとは別の話ですから、こういうときこそ、さらに、その自覚を強く確認して持っていないといけないのではないでしょうか。
今日の聖書の箇所を見ると、イエスさまが私たち人類の救いのために、十字架にかかるために逮捕されて尋問される、そういう場面です。ユダヤ人がイエスさまを捕まえて自分たちのその時の法律では、人を殺すことはできないのですが、死んでほしいと思ったので、ローマの総督のほうにイエスさまを渡すことになりました。それで、当時そこを統治していた人がピラトという人に連れて行ったのです。ピラトはある意味、面倒くさかったのです。ユダヤ人の中で起きた事件なので、あなたがたで解決してほしい、それで済ましてほしい、そういうニュアンスの話をしていたら、ユダヤ人たちがピラトに言いました。「私たちの法律ではこの人を殺すことができません。だから、今ここまで連れてきました。裁判をして、死刑にしてほしいです」と。そうしたら、とりあえず自分のもとに持って来られたのですから、処理しないといけないわけです。それで、イエスさまに聞きました。「いったい、何をしたのか。どういう罪を犯したので、彼らがあのように騒いでいるのか」と聞いたわけです。「あなたが本当にユダヤ人の王なのか」そのように聞いたのですが、そのピラトの質問のニュアンスは、これはあなたがたユダヤ人のことであって、私が処理するような問題ではないのに、なんでここまで来たのかという思いがあったわけです。そのとき、イエスさまがおっしゃいました。「わたしの国はこの世のものではない」と。「あなたが今、ユダヤ人のこととか、ローマなので、ローマのことではないとか、そのように思って考えているけれども、それは勘違いだ。これはユダヤ人の問題でもないし、ローマ人だけの問題でもないし、ローマ人には関係ない問題でもないし、これは全人類をカバーする、そういう問題でもあるので、あなた方が考えているようなそういう次元、そういうレベルではありません。わたしの国はこの世のものではありません。あなたがたが考えていることとは違います」そのことをおっしゃったのでした。しかし、ピラトがこの意味を理解できるはずがありません。そのように話が進んでいく場面です。
ここで、ユダヤ人も勘違いしていましたし、ローマの人だったピラトも勘違いしていたのですが、私たちももう一度、勘違いしていることについて考えてみるべきでしょう。イエスさまのこと、福音のこと、キリスト教のことをこのように、どこかの国の宗教のように勘違いしていることがあるのです。あるいは、こちらはそれは関係ありませんと、特に日本人の考え方の多くにあることですが、キリスト教は西洋の宗教なので、私達とは関係ありませんというような考え方があります。「わたしの国はこの世のものではありません」これは、そのような考え方に対しての返事です。「キリスト教のお話、イエスのお話、聖書のお話、それは良い話なのだけれども、私とは関係ありません、私にはいりません」と言う人が多いわけです。そのときに、「わたしの国はこの世のものではありません。あなたにも関係しているし、あなたは勘違いしているのです」と言われたということです。このイエスさまのお話、発言を通して、クリスチャンの私たちが、キリスト教がどこが違うのかをしっかりと確認しましょう。多くの人がキリスト教も、世界四大宗教の一つ、あるいはイエスさまのことも世界四大聖人の一人、そのように考えています。しかし、「わたしの国はこの世のものではありません」それは勘違いなのです。そういう意味で、今日、心の中に一人として例外なく、イエスの国はこの世のものではないということを、心に受け止めて刻んでいただきたいと願います。世に属していない、この世とは違うという話です。
いったい、キリスト教はどこが違うのでしょうか。こういう危機の時に、困難な時にみんなが助け合わなければいけない、このような時期に、それは大切なことですが、違いを忘れてしまう傾向があります。そのようにならないように、キリスト教は多くの人が考えているような、そのようなものではありません。キリスト教は世のものではありません。他はすべて良いか悪いか、高いかそうでないか関係なく、この世に属しているものですが、キリスト教はこの世のものではありません。それとは根本から違うということです。これは、高慢でも独善でも何でもありません。その部分に対して、こういう困難な時期に、クリスチャンの私たちがもう一度、確かめて確認して、それで確信と感謝を回復しなければいけないと思います。多くの人が長年、教会に通っていると、正しく信仰生活をしていないとマンネリ化してしまう傾向があります。そうならないように、キリスト教はこの世のものではありません。結論で申しあげますが、本当に、この世のものではないということは、揺れることのない自負を持つようになるわけです。今、状況が厳しくても、今、自分が置かれているその立場や環境が少し衰えることがあるとしても、そういうことに振り回されないで、そういうことに惑わされないで、揺れることのない絶対的なプライドを保つようになるでしょう。それが私たちの力となり、それがこれから私たちがどういう方向に向かって進んでいくべきなのかということを正しく見つけることができる、その根拠になるわけです。それがないので、何かがあるたびに、左に行って、また右に流されたり、行ったり来たり、何が何だかわからなくなるのです。キリスト教と世のものと、どこが何が違うのかがわかってないまま、あいまいなままです。それでは自分が沈んでいくのと同時に、この世を助けて生かすことができません。徹底的に、キリスト教はこの世のものではありません。そのことの意味を理解して、そこから与えられる確信と喜びとプライドとを回復していただきたいと願います。宗教も良い話がたくさんあります。そこにも、いやしがあり、奇跡もあります。学校に行くと良い理論やすごい教育がたくさんあります。しかし、キリスト教はなぜ必要なのでしょうか。世の中に良い理論やイデオロギーやまた立派な人物、人間がたくさんいるのに、素晴らしい、人に大きな影響を与える宗教がたくさんあるにもかかわらず、なぜキリスト教は存在しないといけないのでしょうか。そこがわかっていないと、私たちはクリスチャンとしてのプライドを持って、正しくクリスチャンとしての生き方ができなくなるのではないでしょうか。どこが違うのでしょう。だいたい同じでしょうか。ちょっと形が違うだけであって、名前が違うだけであって、だいたい中身は同じ、そのように思っているのでしょうか。「わたしの国はこの世のものではありません」とイエスさまがおっしゃいました。キリスト教は違います。キリスト教は世のものではありません。どこが違うのでしょうか。

１．基礎が違う

まず第一に、キリスト教はその基礎、根本が異なるのです。
１）問題を見る目

基礎が違うというのは、世の中にさまざまな問題があり、人々にもいろいろな問題があり、その問題を抱えて人生を歩いています。しかし、その問題を見る見方が違うわけです。キリスト教はこの世のものではありませんということは、世の中には、多くの問題があり、そして、その問題に対していろんな意見がありますが、キリスト教はその問題を見る見方が違うのです。今も多くの人が精神的なさまざまな問題を患い、その精神的な問題ゆえにいろんな犯罪を犯してしまったり、家庭が崩壊してしまったり、そのような大変な世の中を生きています。そして、病気の数も、昔は考えることができなかったさまざまな新しい病気が次々と現れて、人々はそれに追いつくことができないほどの状態です。今、どこの国でも、青少年、若い人を見て、「今、私たちは苦労していても、あなたがたのために私たちに希望があるよ、あなたを見ると、本当に希望が湧いてくる」と言えるような若者はほとんどいません。なぜ青少年はこのように無気力になってしまったのでしょうか。さまざまな問題があります。個人的にも社会的にも、いろいろな問題を抱えて、それが自殺として現れたり、うつの状態として現れます。ほぼ100人いれば、その中の50人くらいはうつの状態だというように統計が出てますが、私が考えるには50人以上だと思います。50人というのは、ある程度、症状が確認できて、表に現れている人のことを指していると思います。それで、いろいろな問題を抱えて、苦しんでいるのですが、その問題は、親のせいだとか、だれかのせいでこのようになってしまったとか、この社会のシステムとか構造が悪いからとか、私の教育の環境が悪いからだとか、いろんな理由、いろんな見方があるわけです。愛情が欠けているので、このようになってしまったとか。もちろん、全くの嘘ではありません。ある程度、一理はあり、根拠もあることを認めます。しかし、宗教がそのように見てアプローチし、また教育の現場で政治家も、お医者さんも、そのような見方をもって、そして、その見た通りに、解決のためにアプローチしていきます。キリスト教はそれとは違います。キリスト教は世のものではありません。そのさまざまな問題、それから、これのためですよ、あれのためですよという話は、ある程度は認められますが、しかし、根本的にそれではないのです。キリスト教は問題を見る目が違います。そのさまざまな問題は、実は霊的な問題だと見るのが、これがキリスト教です。しかし、残念ながらクリスチャンの私たちがそういう見方を持っていないのです。そのような理解がないということは、結局、教会もお寺や他の宗教と同じものになっていくしかないわけです。そのようなときこそ、そういうたびに、歴史を見ると、必ず神様はそのまま放っておかれないで、災いを通して、新たな神様の仕事を始められるわけです。教会が教会のカラーを失っていく時に神様がなさるのです。教会は、単に善良な人を育てていくようなそのような団体ではありません。まず、基礎が違います。似ている部分があるというように見えるかもしれません。それはそれで良いとしても、基礎が違うということは、問題を見る目が違います。いろんな意見がありますが、キリスト教だけが霊的な問題だと見ます。それは神様との関係が絶たれてしまった結果であり、目に見えない、暗やみの力、暗やみの世界を動かしている悪魔・サタンによる不幸であると見るのです。このような見方を持っているところはキリスト教以外にはありません。もし、ここが抜けてしまいますと、もはやキリスト教ではありません。ところが、キリスト教という看板をかけていても、強調される内容を見ると、これとは違います。他の何かなのです。それでは、イエスさまがおっしゃっている、この言葉の意味が生かされないでしょう。「わたしの国はこの世のものではありません」問題を見る目が違います。霊的な問題です。人の力ではどうすることもできない霊的な問題です。
２）人生の答え

それで、キリスト教は基礎の部分で違うのですが、どこが違うかというと、当たり前な結果でしょうが、人生の答えが違います。問題が何なのかによって、答えが違うものになるでしょう。だから、これが答えです、あれが答えですと、いろんな答えが出されている中で、キリスト教は「この世のものではありません」。その答えは一本しかありません。霊的な問題を解決するために、神様が自ら人間の体をとって、私たちの問題を解決するために、自ら身代わりとして十字架にかけられて、血を流されて死んでよみがえられることによって、私たちの問題を解決することができました。つまり、人生の答えは愛情でも、お金でも、哲学でも、宗教でも、努力でも社会のシステムでもなく、人生の答えはキリストなのです。キリストが私たちのために死なれて、すべての問題を解決しましたという福音だけが、人生の答えです。これがキリスト教です。ですから、似ている部分が多いと勘違いしないように、あるいはキリスト教はどこか限られている部分の答えであるかのように勘違いしないようにしましょう。基礎が違うのです。キリスト教はこの世のものではありません。問題を見る目が違います。問題はあくまでも霊的な問題です。ですから、答えが違います。キリスト教は人生の答えが唯一キリストであると告白するところです。同じではありません。たとえ大変な人にお米を持って助けると、他の宗教も助けることはあるでしょう。だからといって、同じように受け止めてはいけないわけです。レベルも違うし、次元も違うし全然違います。基礎が違います。このような内容をいのちと言います。なんとなく、みんな絆を確かめて、日本は一つですよと、テレビをつけるたびに日本は一つですと言っています。それは、良い意味で受け止める必要がありますが、もしかしてクリスチャンの私たちが、クリスチャンはこの世のものではないと忘れるほど、一つですよということに感動するということはありえません。そうなっていてはいけません。それは日本の国にとってもデメリットです。ダメージなのです。キリスト教は世のものではありません。その自覚が、より強くならないといけません。問題を見る目が違い、その結果、人生の答えに対しての意見が全然違うわけです。
３）すべての問題解決がスタート

それから、基礎が違うというのは、そのキリストをただ信じることによって、私たちの人生のすべての問題が解決するようになるということが、キリスト教です。ですから、どこが違うのかというと、何かを目指して求めて頑張っていく、それがこの世のものです。内容がどう違うか別にして、仏教でも、イスラム教でも、政治家でも、そしてお医者さんでも、教育の現場においても、何かを目指して一生懸命に頑張っていくことです。キリスト教はそれとは違います。この世のものではありません。キリスト教というのは、キリストを受け入れた結果、すべての問題が解決された、そこからスタートするわけです。ここが基礎です。問題は、クリスチャンでありながらも、この基礎があいまいなことです。この違いが分かっていないということで、いつもこんがらがっているので、そんなにキリスト教に魅力を感じないのです。キリスト教に入っていながらも、この世のものがもっと魅力的であり、あまり違いはないので、別に行ったり来たり適当にやっても構わないのではないかという考え方です。それは残念なことです。キリスト教は基礎が違う、答えがキリストです。どこの宗教、どこの学校に行って、答えがキリストになるのでしょうか。答えが全く違うのです。ですから、そのキリストからスタートして、キリストを受け入れたとたん、みなさんが、弱い存在なのか、環境が改善されていないのかどうか、あるいは問題をいまだにそのまま抱えているのかどうか全く関係なく、聖書は「すべての問題はもう終わったんだよ」と語っています。すべてを完了したと宣言されました。ですから、今、形ある問題があろうがなかろうが関係なく、「すべての問題が終わった！」がスタートなのです。

どこが同じでしょうか。世界のどこに行って、このような基礎があるでしょう。ぜひこの違いを確かめて、こういう時こそ、あまり振り回されないで、しっかり気を確かにして、この違いを確かめてください。そこから沸き起こる、世の人が知らない喜び、その歓喜、そういうことを味わわないといけないのではないでしょうか。それが私たちの力であり、それがプライドにつながるものでしょう。ぜひ、静まって、そのような時を必ず持ってください。問題をどうにかしようと思わないで、それはもう基礎がはっきりしていないからです。病気があるのでしょうか。家庭の問題があるのでしょうか。経済の問題があるのでしょうか。子どもの問題のために悩んでいるのでしょうか。「すべての問題は終わった！」ここがスタートです。これがキリスト教です。みなさんが勝手にキリスト教を変えないでください。ここからスタートしてください。ここから。歯を食いしばってでも、自分の感情・思い、今まで考え方などを押し殺してでも、ここからスタートしてください。獅子の穴に入れられて、噛まれて死ぬ危機に直面するかもしれません。それでも、「もう問題は終わったから、私はもう幸いな者だ。今、死んでも大丈夫なのだ」がスタートなのです。これがキリスト教です。キリスト教はこの世のものではありません。そのような意味なのです。世のものと一緒にしないようにしてください。この世のものは、病気があれば病気を治すために小銭を投げるところです。みなさんが病気を治すためにお祈りを投げるのでしょうか。それはキリスト教ではありません。キリスト教はこの世のものではありません。キリスト教は世のものではありません。すべて完了したからスタートしないと、いつまでたってもこんがらがってしまいます。荒野を抜け出すことができないのです。
２．祝福の概念が違う

それでは2番目、キリスト教はどこが世のものとは違うのでしょうか。それは祝福の概念が違うのです。幸せや祝福に対しての理解が違うのです。それがキリスト教です。世の中の人はお金があり、愛情があり、裕福になれば、そして、何も問題がなければ、それで祝福であり幸せですと、子どもが出世すると幸せで祝福で、健康であれば祝福だと、世の中ではそう言われているでしょう。しかし、残念ながら、クリスチャンの私たちもそれが祝福になっているのです。ですから、キリスト教がこの世のものになっているのです。聖書では今、語っています。キリスト教はこの世のものではありません。キリスト教が語っている祝福、幸せはそんなものではないとイエスさまはおっしゃいました。
１）天の御国がその人のものだから

世の中の人は、そのように幸せや祝福について考えていたときに、イエスさまはおっしゃいました。「心の貧しい者は幸いです。天の御国がその人のものだからです」と。キリスト教が考えている祝福の概念というものは、肉体的なところに基準があるのではありません。それはどうでもよいという意味でもありません。天の御国を所有していることを祝福と言うわけです。天国がその人のものになっているのかどうかが、祝福なのか不幸なのかの分かれ目です。これがキリスト教の基準です。天の御国がその人のものであるというのは、その人がキリストを受け入れることによって、目には見えませんが、今までその人を支配していたサタンの王国、暗やみの国が打ち砕かれて逃げ去り、そこに神様が入ってこられ、神様が支配される、そういう人生に変えられるということです。それが幸せなのです。それが祝福だと信じているところがキリスト教です。神様が私とともにおられること、それが祝福であり、それが幸せですと信じているところがキリスト教です。そのような意味で、キリスト教はこの世のものではありません。そうしたら、私の銀行の通帳は、私の健康はどうなりますかと聞くかもしれません。それは加えて与えられると言われています。とりあえず、私たちには、それに幸せの基準はありません。しかし、一番先に申しあげました内容もそうですが、今、申しあげるこの内容は、10年20年語っていても、それでも私たち祝福の概念は変わらないのです。ですから、まわりから見ていると、キリスト教はこの世のものですというように見られるわけです。みなさんがそういうように見せているわけです。今日、それをチェンジして、はっきりしましょう。特にこういう困難な時こそ、その部分がはっきりしないといけません。キリスト教はこの世のものではありません。なぜかというと、祝福に対しての考え方が違います。天の御国がその人のものであることが、幸いであり、祝福なのです。キリスト・イエスを受け入れたことが幸せであり、祝福なのです。キリストを受け入れた人は、神様がその人とともにおられるようになります。しかも永遠におられます。それをキリスト教は幸せ、祝福と言うのです。もう一度言います。どれほど教会に通っているでしょうか。それで、どれほど今までこんがらがって、無駄な葛藤などで悩んでいたのでしょうか。キリスト教は神様がともにおられることを幸せ、祝福と教えます。それ以上もそれ以下もありません。それが嫌な人は、途中でみんな帰って行ってしまいます。神社のほうが良いと思って、帰ってしまうわけなのです。それでも、これは私の話ではなくて、聖書の教えなのです。ぜひ整理してください。ここが変わらない限りはどんなに祈っても、どんなに暴れても、神様の答えはなかなか見あたりません。みなさん自身が変わらないわけです。それから、無駄で余計な葛藤がなくならないのです。自分が今、幸せなのかどうかも、いつもこんがらがってしまうのです。私たちはいつでも幸せでないといけません。いつでも幸せであることができる権限があり、そういう資格があり、そういうすべてをいただいている者なのです。キリスト教は世のものではありません。
２）天にある霊的なすべての祝福を

パウロは刑務所の中に入っていました。刑務所の中に入っているのは苦労することだから不幸であり、刑務所の外に出て楽に暮らすことが幸せだというのは、この世のものです。刑務所の中にいようが外にいようが関係なく、天にある霊的なすべての祝福をいただいている者なので、私は幸いな者ですとパウロは言いました。天にある霊的なすべての祝福をいただいていることが祝福です。それが、キリスト教はこの世のものではありませんという意味です。神様がともにおられ、その神様に守られて神が備えられた新しい祝福の人生を歩んでいく、しかも永遠に保障されている希望を持って歩いていくのです。そのすべてを一言で主がともにおられると言います。それが幸せです。それが祝福です。環境は右にも左にも変わります。刑務所の中にも外にもいろいろなことがあります。そういうことによって左右される祝福、左右される幸せではなくて、天にある霊的な祝福、それが私たちの祝福です。何を基準にして泣いたり笑ったり、怒ったり悲しんだりしているのでしょうか。祝福の概念が違うわけです。ですから、幸せを求めて、一生懸命に頑張る人生は終わりです。
３）聖霊充満と証人の約束

私たちの祝福は何か手に入ることではなくて、その主がともにおられる天にあるすべての霊的な祝福をいただいている者に、今、約束されている聖霊充満と、その結果、イエスの証人として用いられる約束、これが祝福です。そうであるとわかって、またそのように教えるところがキリスト教です。聖霊充満をどこかイベントのように思っているのでしょうか。聖霊充満は、私たちが言っている祝福であり、聖書が教えている祝福です。この世のものではありません。問題は、これが私にとって祝福ではないのです。だから、私は祝福に対しては世のものなのです。それで、ちぐはぐになっているのです。そこをちょっとだけでもいいから、今日決断を持ってチェンジしていけば、すぐにでも神の導きが変わるようになるでしょう。私たちが大金持ちになることは必要で、神様はそれも与えられますが、それでも、それが祝福だという基準にはしません。聖霊充満によって、伝道者として、証人として生きていく、これこそ祝福なのです。キリスト教だけが教えている内容です。これこそ祝福です。そういう意味で、イエスさまは、「わたしの国はあなたがたが今、議論しているような、そういう慈善とは違うよ。ユダヤ人、ローマ人、なんとかなんとかではない。この世のものではありません」と言われたのです。

３．人生の生き方が違う

それで、当たり前な結果ですが、キリスト教は生き方が違います。人生の答えが違う、祝福に対しての概念が違う、もう、すべて終わった、もうすでに幸せなものですということがスタートであれば、生き方が変わるでしょう。また祝福が何か手に入れることではなくて、聖霊充満による証人として生きていくことが祝福であれば、生き方が変わるでしょう。

１）まず神の国とその義とを

生き方はこのようになります。キリスト教は他の宗教とは違います。施しも、また何か救済もして、人を助けたりいろんなことをやるのですが、生き方のポイントはそれではありません。まず、神の国と義とを第一に求めることがクリスチャンの、キリスト教の教えであり、生き方です。つまり伝道、福音宣教、それが特別なイベントであり、特別な人のやることではなくて、クリスチャン、キリスト教に属しているクリスチャンの生き方なのです。世の中の人は、家庭のために、自分の目標のために、またいろいろな目的を持っていろいろな生き方をしています。しかし、キリスト教が教えている生き方は伝道という一つの目的のために生きることです。これが聖書が教えているキリスト教です。伝道がよくできる人だけの話ではなくて、生きる理由が伝道以外にはないわけです。これがキリスト教です。違うのです。その確かな伝道という目標を持つのが生きる理由です。なぜでしょうか。もう幸せだからです。天にある祝福でもう満腹になっているから、これを引き出して、それから分け与えられること以外には何もないので、これがキリスト教なので、まず神の国と義を求める伝道という目標以外には生きる理由がないのです。

２）神のことばに従い

それを正しく目的にして、それからは、自分の力で、自分の意見に従って感情に従って、人の言うことに左右されて生きるのではなくて、神のみことばに従って生きていく、これがキリスト教です。他の宗教には見られません。学校にいても教えてもらえません。キリスト教の違いは、自分をできるだけ無にして、自分をできるだけ捨てて、神のみことばに従っていくということです。その神のみことばに、なぜなかなか従えないのかというと、目的が伝道になっていないからです。目的が伝道になっているなら、そのために神様はみことばを与えられます。生きる理由がはっきりしないと、みことばも生きたものにならないわけです。ただ黙想すると、それでも恵みがあるでしょうが、恵まれるだけです。みことばが生きていて、私を引っ張っていく、そのように生きたものになるというのは、まず伝道という目的がはっきりしないといけません。それからは、神のみことばに従うのは、難しいことではありません。神様が日曜日の講壇のメッセージを通して、毎日祈りの手帳を通して伝道という目的が確かであれば、それに必要なみことばは、必ず与えられるはずです。それに従っていけば良いのです。他にややこしい何もありません。それだけです。それから、みことばに従っていくというのは、何かがあれば、そのみことばを思い出して、それに照らして「何だろう、どういう意味があるんだろう」と神様に問いかけてみる、それだけで十分なのです。これが生き方です。そのような生き方をする宗教はありません。キリスト教は一生懸命に良いことをやるということを見ると、他の宗教と似ているかのように思うかもしれません。しかし、生き方は違います。
３）祈りの祝福の中に

もうすべて終わって、すべて頂いているものなので、主がともにおられる祝福を味わうということが生き方です。その味わうということは何なのかというと、まずは信じて目的が伝道にちゃんと定まるということでしょう。本当に味わって喜んでいるのであれば、それから神様が毎日、みことばを与えられるわけですから、それをちゃんとつかんで従っていけば良いのです。自分の意見など入れないでいると、そのみことばの中から、祈る内容が必ず見つかりますから、それを祈れば良いのです。だからキリスト教の生き方というのは祈りの秘密の中で生きていくようになります。これがキリスト教の生き方です。
４）神の答えを拝見しつつ

そうしながら、神様の答えを待つわけです。待つというのは、どうなるかよくわからないまま待つわけではありません。必ず神様が時刻表に従ってなさるわけですから、神の国が臨むはずなので、それを待ち望みつつ、その神の答えと神の祝福を拝見しつつ、賛美しつつ、次のステップに向かって進んでいくということです。これがキリスト教の生き方です。そこで一番大切なのはなんでしょうか。自分をどれだけ捨てるかということです。あまりにも好きなこと、やりたいことが強くある人は、なかなかこれが難しくなるかもしれません。一生懸命にやることと、何かに捕らわれていることとは違います。なぜかというと、私たちはもう自分はないのです。その戦いがなかなか難しいのですが、そういう方向に向かっていくわけです。自分はない。なぜでしょうか。神の計画があり、神のみことばがあり、神の導きがあるからです。私たちがやりたいことがあるからといって、その神様に敵対して戦って、けんかして勝てるのであれば、それでも頑固にすれば良いでしょうが、勝てないわけです。それから、神の計画のほうが私のやり方、やりたいことより、ずっと素晴らしい、良いものなのです。ですから、余計に自分のものを持って苦労する必要などありません。これがキリスト教の生き方です。
もう終わったので、もうすべて頂いているものなので、何かを手に入れようと、何かを達成しようと頑張ることではなくて、味わうことです。喜ぶことです。楽しむことです。その結果、結論として生きる目的が伝道に定まる。それを常に確認しつつ、それからは、そのために、その都度、その都度、与えられる神のみことばに従えば良いわけです。ある意味、2部の礼拝でも申しあげますが、みなさんが成功するというのは、もう決まっていることであり、難しくありません。スタートが大切です。礼拝の時に命を懸けてください。説教が感動的なのかどうか、そういうことはある意味、関係ありません。特に礼拝の中でメッセージに命を懸けてみてください。それでメッセージを聞きながら祈り、聞く前も祈ってください。それから、大切なのは聞いたあと、ＣＤを聞きながらでも良いし、日本語の場合は話すすべてを書き取る人がいないので、難しいのですが、そういうものをまた見ながら、みなさんなりに、メッセージを必ず短く整理する作業を必ずやってみてください。たとえば、何か問題がある人は癒されると思います。約束します。他の余計なことをやらなくても大丈夫です。整理してください。整理するというのは週報にあるものを、そのままコピーするという意味ではありません。今日、牧師が何を言おうとしているのか。そのポイントは何なのか。それでちょっとだけ工夫してみてください。それで文章でも良いし、3つに分けてでも良いし、単語でも良いし、自分なりにまとめて整理するのです。それと、次の日の１日のスケジュールの中で、伝道とどういう関係があるのか考えてみてください。そうすると、その時にはじめて、私への神のみことばが見つかるのです。それだけやれば、みなさんは大成功者になります。一番大切な神のみことばを整理するということをしません。レムナントには、日曜のメッセージをまとめてだれかに伝える役割をみんなに与えようかと思っています。伝えるためには自分で消化しないといけないでしょう。消化する方法は、牧師先生が何を強調して何を語ろうとしていたのかということにポイントをあてて、考えてみれば良いのです。ポイントがキャッチできることによって、小さい子どもに伝える場合は話を分かりやすくしないといけないのですが、わかりやすくするためにはまず、ポイントをキャッチしないといけません。その作業のうちに本人が変わるようになります。必ずしてみてください。このあいだも、だれかに言いましたが、相手がいれば良いのですが、いないなら、だれか決めておいて、実際はしなくても、その人にこれをそのまま、牧師先生が語った日曜のメッセージを伝えるつもりでまとめてみなさいと言ったのです。これが、教会がこれからやるべきことです。実際に、それがないと、どんなにイベントをやっていても、プログラムで終わりです。その時は浮き立って良いかもしれませんが、それだけになります。それから、一人で生き残るクリスチャンには絶対なれないのです。また、ある人にはＣＤを聞きながら一週間の宿題として、ずっとそれを書き取って持ってくるように、そうするつもりです。とにかく、問題は、私たちの生き方が神のみことばが生きたものになれば、それで終わりなのです。そのように、キリスト教は違うのです。この世の生き方は何でしょうか。それとは違うのです。この世のものではありません。

結論

メッセージをまとめたいと思います。イエスさまが逮捕されてピラトとユダヤ人と議論している話を聞きながら、ユダヤ人の問題でないのか、あそこに行かないと死刑になりませんとか、あなたはユダヤ人の王なのかと、いろいろそのような中で、「わたしの国はこの世のものではありません」とおっしゃったこの言葉を、心に持って、みなさんがクリスチャンとして、もう一度、唯一性を告白してください。違うのです。それから、確信を持ってください。揺れることのない確信を持ってください。それから、はじめに申し上げましたように、この世のものではないので、みなさんが今現在、不十分で、いろいろ大変な目にあっているとしても、状況が厳しい、険しいそういう時であっても、みなさんの中にあるクリスチャンとしての自負、プライドを絶対的なものにして、それを奪われることがないようにしてください。絶対的な自負心を持っていてください。関係ありません。もうすでに幸せな者、幸いな者なのです。祝福に対しての概念を変えてください。必ずその証拠が現れます。それから最後に、生き方が違うので、今、申し上げたように、みなさんの生き方を吟味してください。それから新しくスタートするように、その決断をするように願います。その通りにすぐにならなくても良いので、決断しましょう。
簡単に申し上げると、夕方あるいは夜、次の日のスケジュールを必ず書いてください。考えるのではなくて、書いてください。そのスケジュールと伝道と関係があるというのが、キリスト教です。それが祝福です。それで、そのスケジュールと伝道とが、どういう関係があるのかということを、少しでも考えてみてください。特にその中で、出会いを中心にしてやってみてください。それを先にやらないと、メッセージを見ていても、なかなか続かないのです。そのあと、日曜日のメッセージを中心にして、祈りの手帳を開いたりして、神様の導きを求めてみてください。必ずそこに答えが出てくるはずです。それを課題にして祈ってください。それから１日のスケジュールの中で、みことばがどのように成就していくのか、それを楽しみにして、確認しながら、そのように１日を過ごして、夜に帰ってきてどうだったのか、悪くても、よくても関係ないので、どうだったのかを振り返って、それもできるだけメモをしておいてください。これが全部です。これが英語でライフスタイル（Life Style）です。日本語では「伝道者の生活」となっているのですが、ぴったりと来ない場合もありますが･･･これだけです。もう一度言います。「わたしの国はこの世のものではありません」ですから、どこが違うのかということを確認して、違う部分を味わい、違う生き方、それを決断とともに始めるように願います。必ず変わります。お祈りします。

〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。キリスト・イエスを十字架に引き渡されて、贖いの死によって、私たちは神の子どもとされています。どうか主がともにおられ、すでに天の御国を所有している、幸いな者であることを忘れないようにさせてください。それで、これからは本当に新しい生き方、クリスチャンとしての生き方、この世の人はまねできない生き方、祝福の勝利の生き方、決断とともにみことばに従って生きることができるように、一人一人を励ましてください。勝利のおあかしが聞こえてくるように一人一人を導いて、励ましてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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